
令和４年度
　
　 小学校算数科　授業づくり研修会　

　２０３０年の社会と子供たちの未来

「文部科学省 GIGA StuDX  推進チームの取組について」



個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実（イメージ）

知識及び技能　

数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解する
とともに，日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。

思考力，判断力，表現力等

日常の事象を数学的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力，基礎
的・基本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察す
る力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に
応じて柔軟に表したりする力を養う。

学びに向かう力，人間性等

数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き，学習を振り返ってよりよく
問題解決しようとする態度，算数で学んだことを生活や学習に活用しよ
うとする態度を養う。

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

算数科における資質・能力



学習パラダイム

「数学に対する自律的な学習能力の育成 秋田美代」

学習パラダイム
教師主導の授業例 児童主体の授業例

問題提示 関連する既習内容を教師
が提示し，問う。

児童が問題を観察し，関
連する既習内容を探す。

焦点化した問題 教師が決めて，提示する。
「今日のめあては～につ
いて考えようです。」

児童の「はっきりしない
な」「わからないな」と
ころが共有され，問いと
なる。

集団解決 児童の説明を教師が解説
する。「そうですね」な
ど，教師が思考・判断・
表現する。

児童の説明の不十分なと
ころは他の児童がつけた
し，つまずきは全体に問
い返し，児童が思考・判
断・表現しながら進む。

まとめ 教師が「今日のまとめを
書きます。」とまとめ，
児童が視写する。

児童が問題解決の過程を
振り返り，板書された
キーワードをもとにまと
められる状況になってい
る。



算数・数学の学習過程のイメージ

教科書にのっているような問題
本時，特に考える
未習の部分

（本質的な問題）

結果が出たら
終わっていませんか？

概念の形成，体系化 活用

算数・数学の学習過程のイメージ

「小学校学習指導要領解説算数編 Ｐ８」



ボールを箱に入れて
運びたいな。

２３個のボールを４個ずつ箱に
詰めて運びます。箱はいくつ必
要ですか。

６箱だよ。 別の場面だったらどうかな。
数がかわったらどうかな。

実際に詰めてみよう。
大丈夫だった。

算数・数学の学習過程のイメージ

２３÷４＝５.７５

２３÷４＝５あまり３

余りの３個も詰めないと

何箱になるか説明しよう。

算数・数学の学習過程のイメージ

振り返り

△本時の学習だけ
◎これまでの学習や生活

振り返り
つまり，～と
同じだね。

～な場合はど
うなるの？



Ｃ 測定　第３学年　重さ

 「あるものをもとにして，そのいくつ分
を求めると便利だなと思った。」
　
 →統合的に考察
 →数学的な考えのよさ 測定の4段階

これまでの学習を振り返っている例

教材研究

算数科における主体的・対話的で深い学び

児童自らが，問題解決に向けて見通しをもち，粘り強く取り組み，問題
解決の過程を振り返り，よりよく解決したり，新たな問いを見いだした
りする　

算数科における主体的な学びとは　    　　　　　　　　　　　　

数学的な表現を柔軟に用いて筋道を立てて説明し合うことで新しい考え
を理解したり，それぞれの考えのよさや事柄の本質について話し合うこ
とでよりよい考えに高めたり，事柄の本質を明らかにしたりするなど，
自らの考えや集団の考えを広げ深める

日常の事象や数学の事象について，「数学的な見方・考え方」を働かせ，
数学的活動を通して，問題を解決するよりよい方法を見いだしたり，意味
の理解を深めたり，概念を形成したりするなど，新たな知識・技能を見
いだしたり，それらと既習の知識と統合したりして思考や態度が変容す
る　　　

算数科における対話的な学びとは

算数科における深い学びとは

「初等教育資料 令和２年８月号」



算数科における主体的・対話的で深い学び
算数科における深い学びとは　　　        　　　　　　　　　　　　　

「初等教育資料 令和２年８月号」

「なんとなく」ではなく「子供の事実」から判断



考えを深めることができたのかを評価する

問題の把握

自力解決

集団解決

振り返り

１

２

３

４

・「努力を要する」状況と考えら
れる児童の学習状況を確認
・集団解決の構想

「努力を要する」状況と
考えられる児童の学習状況を確認

・新しい問題に出合う→観察
→関連する既習内容は児童から
・焦点化した問題を共有

考えを深めることができたのかを評価する



ノート

 黒板…問題解決の過程を一覧するために
　　　　　　　　問題解決の過程を共有するために

 ※タブレットの画面共有≠考え方の共有

 ノート…思考を可視化し，数学的な表現を関連　　　　
 させながら問題解決を図るために　　　　　

大切なことはこれまでと変わらない

見開き２頁

思考・判断・表現の評価問題例



思考・判断・表現の評価方法例
        第６学年「分数のわり算」 
  

吹き出しに
説明や理由を

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する資料 Ｐ65」

① 児童の「はっきりしない」「困った」などから，本時の焦点化し
た問題を共有する。

② 集団解決時，児童同士が問い合うことができるようにする。教師
と理解できる児童とのやりとりで終わらないように，分からない
児童にかわって問い返し，対話的な学びを促進する。数学的な表
現（具体物，図，数，式，表，グラフ）を用い，解決の過程を
ノートにかき込む時間を設けるなどして共有する。（完成した式
や図ではなく，完成するまでの過程を共有する。）

　　「どう考えてこの図になったの？」

　　「なぜ，そうしようと考えたの？」

　　「本当？」問うことにより数学的な見方・考え方を顕在化する。

③ 本時の目標が達成できたか，「なんとなく」ではなくノートの記
述や適用問題の解決の様子など「子供の事実」で判断する。

④児童に最後にもってほしい「振り返り」はどのようなものか。

児童がいかに学ぶか



• 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，
全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し，教
育施策の成果と課題を検証し，その改善を図る。

• 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の
改善等に役立てる。

• そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改
善サイクルを確立する。

全国学力・学習状況調査の目的



本県 全国 全国比

 数と計算 ７０.１ ６９.８ ＋０.３

 図形 ６２.１ ６４.０ －１.９

 変化と関係 ５０.４ ５１.３ －０.９

 データの活用 ６７.５ ６８.７ －１.２

６３.２ －１.２

領域別

全体 ６２.０

全国学力・学習状況調査　全国比全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実

本県 全国 全国比

 知識・技能 ６７.４ ６８.２ －０.８

 思考・判断・表現 ５５.５ ５６.７ －１.２

観点別

本県 全国 全国比

 選択式 ４９.３ ５１.８ －２.５

 短答式 ７５.９ ７６.５ －０.６

 記述式 ６０.９ ６０.２ ＋０.７

形式別

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実



問題形式・・・選択式，短答式，記述式

○「事実」を記述する問題
 数量や図形，数量関係を考察して見いだした事実を，確認したり説明したりする。
  該当問題４(1) 正答率４６.２％（－２.２％） 無回答率３.８％（±０）

○「方法」を記述する問題
 問題を解決するために見通しをもち，筋道立てて考え，その考え方や解決方法を
説明すること。
  該当問題２(4) 正答率５１.３％（＋３.３％） 無回答率４.６％（＋０.９）
     該当問題３(4) 正答率６７.９％（＋０.２％） 無回答率７.６％（＋２.０）

○「理由」を記述する問題
 論理的に考えを進めてそれを説明したり，判断や考えの正しさを説明したりする。
  該当問題１(3) 正答率７８.２％（＋２.２％） 無回答率５.０％（＋０.２）

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実

～結果の概要～

数と計算
 1 (1) ◎被乗数に空位のある整数の乗法の計算をする。
 1 (2) ◎二つの数の最小公倍数を求める。
 1 (4) ●示された場面において，目的に合った数の処理の仕方を考察する。
 3 (1) ◎表の意味を理解し，全体と部分の関係に着目して，ある項目に当たる数       
０ ０ oを求める。

図形
   ４(2)◎図形を構成する要素に着目して，長方形の意味や性質，構成の仕方につ 
ooooooo いて理解する。
 4 (1)●正三角形の意味や性質を基に，回転の大きさとしての角の大きさに着目 
ooooおおし，正三角形の構成の仕方について考察し，記述する。
 4 (4)●示された作図の手順を基に，図形を構成する要素に着目し，平行四辺形 
oooo oooであることを判断する。

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実



～結果の概要～

変化と関係
 ２(1)◎百分率で表された割合を分数で表す。
 ２(3)●示された場面のように，数量が変わっても割合が変わらないことを理解
おおおおする。
 ２(4)●伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを用いて，未知の数量
おおおおの求め方と答えを記述する。

データの活用
    ３(1)◎表の意味を理解し，全体と部分の関係に着目して，ある項目に当たる数
おおおお  を求める。
 ３ (2)●分類整理されたデータを基に，目的に応じてデータの特徴を捉え考察す
おお        る。
 ３ (3)●目的に応じて円グラフを選択し，必要な情報を読み取る。

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実

数と計算
   1 (4) ●示された場面において，目的に合った数の処理の仕方を考察する。

本県 ３１.３％  

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実



令和４年度報告書 P34～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
数と計算　　授業アイディア例

令和４年度報告書 P34～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
数と計算　　授業アイディア例

児童が必要性を感じる場の設定



令和４年度報告書 P34～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
数と計算　　授業アイディア例

令和４年度報告書 P34～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
数と計算　　授業アイディア例

数の大きさを数直線上に可視化



令和４年度報告書 P34～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
数と計算　　授業アイディア例

 4 (1)●正三角形の意味や性質を基に，回転の大きさとしての角の大きさに着目 
ooooおし，正三角形の構成の仕方について考察し，記述する。

図形

本県 ４６.２％  

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実



どうして120°にすると正三角形ができるのか図で表してみましょう。

 4 (1)●正三角形の意味や性質を基に，回転の大きさとしての角の大きさに着目 
ooooおし，正三角形の構成の仕方について考察し，記述する。

図形

60°を120°に直すと正三角形ができました。

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実

児童が図形に
根拠を表す場

令和４年度報告書 P86～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
図形　　授業アイディア例



令和４年度報告書 P86～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
図形　　授業アイディア例

令和４年度報告書 P86～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
図形　　授業アイディア例



令和４年度報告書 P86～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
図形　　授業アイディア例

令和４年度報告書 P86～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
図形　　授業アイディア例

プログラミングの体験を通して
,図形の性質を基に論理的に思考し，発展的に考察する場



ICTの効果的な活用

資質・能力の育成
のために活用

「文部科学省 StuDX  Style 」

「小学校を中心としたプログラミング教育ポータル」「文部科学省 算数・数学科の指導におけるICTの活用について」

静的な図形　　

 ２(3)●示された場面のように，数量が変わっても割合が変わらないことを理
おおおお解する。

変化と関係

本県 ２０.４％  

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実



令和４年度報告書 P50～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
変化と関係　　授業アイディア例

令和４年度報告書 P50～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
変化と関係　　授業アイディア例



令和４年度報告書 P50～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
変化と関係　　授業アイディア例

児童が多様な１を捉える場
それぞれが１をつくる
→０.５をつくる

令和４年度報告書 P50～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
変化と関係　　授業アイディア例割合を図に表す



第４学年　「小数倍」　　基準量を１としたときに幾つに当たるか

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実

データの活用 

本県 ５９.０％  

 ３ (2)●分類整理されたデータを基に，目的に応じてデータの特徴を捉え考察する。

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実



全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実

データの活用領域のねらいの把握

「小学校学習指導要領解説算数編 Ｐ６７」

知

思

学

令和４年度報告書 P68～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
データの活用　　授業アイディア例



令和４年度報告書 P68～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
データの活用　　授業アイディア例

令和４年度報告書 P68～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
データの活用　　授業アイディア例

もともとの目的に立ち返り，
新たな問題を見いだす



令和４年度報告書 P68～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
データの活用　　授業アイディア例

令和４年度報告書 P68～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
データの活用　　授業アイディア例



令和４年度報告書 P68～

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実
データの活用　　授業アイディア例

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実



全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実

全国学力・学習状況調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実



学習ガイド等
ダウンロード可能

・ＩＣＴ活用
・学習指導案例
・重点目標　

算数科の指導に役立つ情報・県学力向上関係資料　


